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-------------------------------------------------------------------------------- 

【要 約】塩水暴露後の散水除塩時期が早いほど，葉の障害は軽くなる。ガラス繊維濾紙を

用いると葉よりも正確に暴露塩量を把握することができる。 

-------------------------------------------------------------------------------- 

【目 的】 

 フェニックス・ロベレニー（ロベ）の潮風害対策として散水除塩が考えられるが，散水の

時期やその効果についてはあまり調べられていない。また，障害の程度を予測するためには

暴露塩量の把握が必要と考える。ここでは，散水時期と障害の程度の関係を調べるとともに，

濾紙を用いた暴露塩量の把握を試み，今後の潮風害対策の一助とする。 

【方 法】 

１．散水除塩の効果および時期：2020年 10月 27日に，７または 28％塩水を９号鉢のロベ

１株に対し 500mlずつ散布し，24時間後に散水除塩を行う区と行わない区を設け，その後

の障害度の推移を調べた。同時に，所内の露地に栽植された樹齢 15年前後のロベに対して

７％塩水を散布し，１～24時間後の範囲で散水除塩を行い，障害軽減効果を調べた。 

２．暴露塩量の把握：2020年 11月１日に，８号鉢 10年生のロベに対し，７％塩水を２時

間ごとに反復散布し，散布回数１～４回とする４処理，反復散布の合間に散水除塩する３

処理および 28％散布１回の１処理，合計８処理区を設けた。ロベにガラス繊維濾紙（GF/B，

径 47mm）を吊るし，塩水散布の 1 時間後に葉の一部，24 時間後に濾紙を回収し，付着塩

量を調べた。塩水散布の 24時間後に散水除塩を行い，３週間後に障害度を調査した。  

【成果の概要】 

１．ロベの葉位Ａ，Ｃ（前報参照）いずれにおいても，散水除塩をしないと日数の経過に伴

い障害度が上昇した（図１）。特に，葉位Ｃでは塩水濃度７％であっても，14日後には障

害度 60に迫った。一方，散水除塩を行うと，その３日後に障害の拡大が止まった。 

２．散水除塩を塩水散布のわずか１時間後に行った場合でも障害が現れ，除塩時期が遅くな

ると障害度は上昇した（図２）。本試験では，８時間を超えると障害が重くなった。 

３．塩水を反復散布すると，どの葉位でも障害度は上昇し，7％で４回の散布は，28％で１

回と同等かそれ以上の障害度になった（図３）。合間に散水除塩を挟んで塩水を反復して

散布すると，葉面付着塩量は増加しなかったが障害度は上昇した。葉面に比べ，濾紙の付

着塩量は多く，散水除塩を挟んだ場合でも，塩水散布の回数を反映して増加していること

から，暴露塩量をより正確に把握できると考える。 

４．葉の障害度は，隣接した葉位間および濾紙付着塩量と強い相関があった（表１）。ただ

し，古い葉では相関がやや弱くなった。 

【残された課題・成果の活用・留意点】 

今後，日射，気温，風速等の環境条件や塩の暴露時間を踏まえて障害度を把握し，自然条

件下の潮風害予測の資料とする。 
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